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 泥岩は地表に露出することによりスレーキングをおこす。宮崎県では2005年に旧サボテン公
園(宮崎県、日南市)で地すべりを生じ、ここで激しいスレーキング現象が観察された。この場所
は、宮崎層群が東側に緩く傾斜する場所で、地すべり後高さ約60mの崖が生じた。
この崖には上部に厚さ10mの砂岩層があり、下部は砂泥互層によって構成されている。砂泥互層
の砂岩層は10～20cm泥岩層は30～50cmであるが、スレーキングはこの砂泥互層に生じ崖の後退
が起こっている。砂泥互層の崩壊物は下部に堆積し、崖錐を構成している。このため崖の後退速
度を観測すれば、自然条件下でのスレーキングの速度が解ると考えた。このため2006年1月から
8月までの200日間の実測により176cmのスレーキングが測定された。これは日量8.8mmとなり、
これまでにスレーキング量が、自然状態で測定された唯一のデータである。しかし測定のため
に、月に一度、現地にトータルステーションを運び測量することは，コストパフォーマンスを考
えると困難であった。
このため今回は、崖面のスレーキング量の計測に、市販のディジタルカメラにより撮影された写
真を、近接写真測量ソフトLensphotoを使用し、撮影したステレオ写真から３Dモデルの作成と
図化を行った。スレーキング量は図化された測定面から読み取った。この方法は再訪が困難な災
害地などの場所においても、撮影した写真からの計測が可能であり、さらに、周辺のいくつかの
固定箇所を基準点としてトータルステーションで一度計測しておけば、時系列での図化や計測も
行うことができる点にある。スレーキング量の測定は現在、月に一回の写真撮影により継続され
ている。
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